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研究課題名：

インスリン抵抗性改善を目的としたイノシトールの有効性の検討について

調査データ該当期間：

研究の方法 HOMA-IR1.6以上でインスリン抵抗性高値と判断される症例に対し、メトホ
ルミン1000mg/dayまたはイノシトール4g/dayを処方し、1か月後にHOMA-
IR再検、副作用の有無、服用前後のHOMA-IR値を比較する。また再検を行っ
た症例に対し、BMIを用いて、正常群(25未満)および肥満群(25以上)に分
け、両剤の服用前後におけるHOMA-IRの低下率について後方視的に比較検
討を行う。

（使用する試料/情報等）：

研究の概要

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを希望されない場合
は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。
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（所属・氏名）：

研究の目的：
多嚢胞性卵巣症候群はインスリン抵抗性の合併率が高く、メトホルミンの
投与が推奨されているが、下痢、嘔気などの消化器症状の副作用が発生す
る症例が散見される。サプリメントのイノシトールはインスリン抵抗性を
改善する効果があり、かつ副作用が少ないことが多くの論文で示されてい
るため、イノシトールのインスリン抵抗性改善効果、副作用の発生率につ
いての検討を行う。


